
ポンプ運転調整に至った背景

六角川・牛津川についての堤防の高さは計画の水準に達していますが、河道内の掘削が完了していないため、流下断面が
確保されていない状況です。このため、排水ポンプ場を稼働させ続けた場合水位が上昇し、堤防を安全に作る基準である計
画高水位を超え、破堤に至り大きな浸水被害が発生する恐れがあります。

平成１２年９月の東海豪雨では名古屋市において大規模な浸水被害が発生しましたが、排水ポンプの運転調整が行われず、
河川の破堤等水災被害の拡大をもたらす要因となったと指摘されています。
このようなことから、排水機場が数多く設置されている六角川・牛津川でも早急な運転調整ルール作りが必要となりました。



六角川水系排水ポンプ場運転調整協議会・幹事会

平成１２年９月の台風１４号による東海豪雨では、排水ポンプの運転調整が行われず破堤等、水災被害が
拡大しました。

これを受けて、多数の排水ポンプが設置されている六角川・牛津川水系において同様の事態の発生を防止
するため、平成１４年４月、六角川水系排水ポンプ場運転調整協議会を設置し、運転調整の方針等について、
下部組織の幹事会を含めた８回の審議を経て、平成１８年６月に『六角川ポンプ運転調整方針』が策定され
ました。

現在も毎年出水期前に幹事会を開催し、ポンプ場運転調整方針の確認や情報共有を行っています。

六角川水系排水ポンプ場運転調整協議会・幹事会 開催状況

第１回協議会 （平成１４年４月１９日）
第１回幹事会 （平成１４年４月１９日）
第２回幹事会 （平成１４年５月１６日）
第３回幹事会 （平成１４年６月１０日）
第４回幹事会 （平成１６年６月１５日）
第５回幹事会 （平成１６年７月１５日）
第６回幹事会 （平成１８年３月２９日）
第２回協議会 （平成１８年６月 ７日）

※運転調整方針の策定
第７回幹事会 （平成２１年５月２８日）
第８回幹事会 （平成２２年５月２８日）
第９回幹事会 （平成２３年５月３１日）
第10回幹事会 （平成２４年５月２１日）
第11回幹事会 （平成２５年５月２４日）
第12回幹事会 （平成２６年５月２３日）
第13回幹事会 （平成２７年５月２２日）
第14回幹事会 （平成２８年５月１３日）
第15回幹事会 （平成２９年５月１７日）
第16回幹事会 （平成３０年５月２４日）
第17回幹事会 （令和 元年５月１６日）
令和２年度はコロナ拡大防止のため非開催

（資料送付及び連絡体制確認のみ）
第18回幹事会 （令和３年５月）※書面開催


